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1941年 9月に芳澤大使閣下［S. Exc. l’Ambassadeur Yoshizawa］は，インドシナ総督府
［Gouvernement Général de l’Indochine］に対する外交使節団［la Mission diplomatique au-











月後，私は東京で［芳澤］大使閣下の経済顧問［Conseiller économique auprès de S. Exc. 















































らかである。しかも，松本閣下は職務についた直後から，ドクー提督閣下［S. Exc. l’Amiral 
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第2節　インドシナにおける日本の全般的政策
（A） この政策の目的と特徴 【p. 3】
芳澤閣下の文民・外交使節団が設置された時から，その政策の主題は，第 1に，インドシ
ナ全土におけるフランス宗主権の尊重とフランス行政の現状維持［le maintien du statu 



























maintien des relations amicales dans le domaine politique］と経済面での相互援助関係の発
展［le développement des relations d’aide mutuelle dans le domaine économique］が，おのず















































の業務［les services diplomatiques et consulaires］に携わる全ての職員は，その職務，権限
や管轄の範囲内において，各国の内政状況に関して全てを学ばなければならない。各自が
行った調査結果は，各領事館の長［le chef de chaque Consulat］の手もとに定期的に集めら
れる。領事館の長はそれらをつなぎ合わせて，外交使節団（大使館あるいは公使館）の長
［le chef de la Mission Diplomatique （Ambassade ou Légation）］に対して全体的な報告書を
作成する。次に，外交使節団の長は，全ての領事機関から届いた報告書を一括して，その国
の内政事情に関してできるだけ詳細な報告書を作成する。その報告書は，情報として［本国
の］政府に送られ，その国に対する態度や行動［une attitude ou une démarche］を決定す
る際に考慮される。インドシナでも同様に，こうしたシステムが芳澤使節団［la Mission 
Yoshizawa］の発足時から採用されており，アンナンについては，この保護国［Protectorat］
の政治状況に関する全ての問題を調査する任務は，フエの領事館［le consulat à Hué］に
あった。
（2）この領事館は 1942年初頭に河面領事［le Consul Kawamo］によって開設され，1944





























































dent Supérieur en Annam］であったグランジャン閣下［S. Exc. Grandjean］の仲介のおか
げで，皇后陛下［S. M. la Reine］への個人的な謁見を賜った。
この滞在を利用して，私はファム・クイン閣下［S. Exc. Pham-Quynh］にお目にかかれ
るよう，グランジャン閣下にお願いした。彼がフランス文化に深い造詣を持つ偉大な知識人
であり哲学者［un grand lettré et philosophe］であることを，私はしばしば耳にしていた。
1944年 1月 2日に約 45分間，内務省［le Ministère de l’Intérieur］の執務室で彼と話をする








5 原文は，Action auprès de la Cour Impériale et des Hautes Personnalités en Annam.




































































た。芳澤大使は，土橋将軍［le Général Tsuchihashi］の前任者である町尻将軍［le Général 
Matijiri］，ならびにドクー提督閣下［S. Exc. L’Amiral Decoux］，ド・ボワザンジェ氏［M. 

































的な変化を遂げた。ペタン元帥の政権は消滅し，ド・ゴール将軍派［les partisans du Gé-
néral de Gaulle］が，日に日により堅固に，より大規模に権力を獲得していった。フランス
本国から完全に切断されていたインドシナ総督府は， 【p. 17】 
9 原文は，Décision du coup de main du 9 mars.






















































（2）軍の態度 【p. 20】 
文民当局が取ったこのような政策に対して，両国の軍関係者のなかでは，数ヶ月間はそれ
ぞれの手の内を秘匿しつつ，当初は密かに，やがては明確に反発が生じていった。外見上は
1942年と 1943年の軍事取決め［les arrangements militaires］が尊重され，軍事上の全ての
問題を十分に満足のいく形で解決するための妥当な関係が維持されているようにみえた。し







10 原文で l’Association de l’Union nationale となっているので，「国民連合」と訳出したが，実際に
はヴィシー政権によって設立された le Légion française des combattants（在郷軍人奉公会）を指
すのではないかと思われる。
11 F.F.I. は 1944年 2月にレジスタンス勢力を糾合して設立されたドゴール派の les Forces Françaises 
de l’intérieur （内地フランス軍）の略称。

































12 原文は英語表現で，しかも“wait and see”とアンダーラインも付している。

































13 原文はQuartier Général du Maréchal Comte Téraoutchi, Commandant Suprême de l’Armée Impériale 
du Sud-Ouest Pacifiqueとなっている。
























な何人かの軍人がまず発揮し，次いで南方総軍司令部［le Grand Etat-Major du Sud-Ouest 
















［le Général Tsuchihashi, Commandant en chef de l’Armée Impériale en Indochine］と密接に
連絡を取り合い，その実施に関する全権が将軍に付与されたばかりの計画に関して，文民使
節団が将軍に対して全面的な協力を行うように命じた。全ての指示は，特別連絡使節［une 







た。サイゴンにおける使節団の事務所長である塚本公使［Le Ministre Tsukamoto, directeur 
des bureaux de la Mission à Saigon］は，軍当局との交渉において精力的に大使を補佐した。
この時期，私はハノイの文化会館の事業に追われていた。［ただし］ハノイでの使節団の
事務所長である西村総領事［Le Consul Général Nishimura, Directeur des Bureaux de la 
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私は，同じくサイゴンに呼ばれた小長谷総領事［le Consul Général Konagaya］と共に，3










翌 3月 6日朝 10時に，私は参謀部に召集された。そこには，仏印駐屯軍司令官の土橋将
軍［le Général Tsuchihashi, Commandant en chef de l’Armée Japonaise en Indochine］と参謀
長の河村将軍［le Général Kawamura, son chef d’Etat-Major］が待っていた。以下が，私が
言われたことの要約である。
 （1） ［東京の］大本営の決定により，また［サイゴンの］寺内元帥指揮下の南方軍司令部か









 （3） この場合，フランスの文民当局上層部［les Hautes Autorités Civiles Françaises］は権
限を剥奪され，我々が文民行政の一時的な運営を担うことになる。よって，我々がこ
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 （5） しかし，使節団のメンバーと，文民行政に関わることのできる在留日本人の数は非常



















 （9）  しかしながら，軍事的必要性によって，日本軍自身が鉄道，海上，河川，陸上の交通





当局との間に，連絡部局［un bureau de liaison］を設置する必要がある。あなたはこ






14 原文は，selon les ordres de l’Etat-Major,.
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府が取るべき行動を助言し，導くようにしなくてはならない。
（12）  日本の文民使節団の人件費（俸給，手当など）は全て，以前と同じように，各自が所
属している官庁の負担となる。あなたたちの部署の物資的な出費についてのみは，理
事長官府の今年の予算の限度内でインドシナ国庫［le Trésor Indochinois］の負担とな
る。もしアンナン政府が望むなら，あなたは，参謀部と総督府の事前合意のもとで，
技術的な問題に関して，他の日本人顧問の任命を提案することができる。
以上と類似した指令は，カンボジアやルアンプラバンで同様の任務を託された私の同僚た
ちにも，ひとしく与えられた。これらの指令の作成において，松本大使と塚本公使の提案が
参謀部によって大いに考慮され，受け入れられたことを，私たちは知っていた。
（H）私と使節団の同僚の個人的な感情
このようにして私は突然，外交使節団の全ての同僚とともに，軍当局の指揮下に置かれ
た。これは既成事実であり，私には新たな任務を異議なく受け入れるより他に選択肢はな
かった。しかも，私の感情は，すでに大いなる危機に瀕している祖国のために，自分の利益
や個人的見解を犠牲にすることを厭わなかった。この軍事行動が引き起こすかもしれない悲
惨な結果を緩和するために，私の置かれていた状況下で寛容と良識の政策を導くことができ
るかもしれないという希望を持っていただけに，そのような感情は一層強いものとなった。
 【p. 32】
また同時に，分別なく取られる政策を和らげるために，私が持つ権限の範囲内であらゆる機
会を利用しようとも考えていた。
サイゴンを離れる前に，外交使節団の同僚ときわめて内輪の会合を持ち，彼らも私と同じ
ような考え，同じような感情を持っていることを確認した。松本大使は，人的被害と物的破
壊を避けるために，日本軍の要求を呑むことがインドシナにとって大きな利益となること
を，ドクー総督に納得させるために最大限を尽くすと，私に言った。大使がこのきわめてデ
リケートで重要な交渉を成功させることを，私たちは心から望んでいた。しかし，私たちは
その可能性が残念ながらとても低いことも分かっていた。私たちはみんなで，かつてないほ
どデリケートで重大な任務の遂行において，最善の策を尽くそうと誓い合った。 【p. 33】
